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～Enjoy Rotary～
東 京 六 本 木 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

　～Make Dreams Real～
　国際ロータリークラブ会長
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平成２１年３月２日

卓話　 決断力を磨く 

将棋棋士　羽生　善治 様

昭和２１年１０月 京都で中村外二の次男として出生
昭和４３年３月 立命館大学経営学部卒業
             ４月 中村外二工務店入店

ニューヨークロックフェラー邸、松下幸之助邸茶室、伊勢神宮茶室、
富山県立水墨美術館茶室、サントリー美術館茶室などの国内外の数寄
屋造り建築の工事請負・設計・施工

昭和５９年 株式会社興石設立（和風照明、デンマーク家具製作）
平成９ 年６月 中村外二工務店　代表

平成２１年３月１６日
卓話　 なぜ木で家を作るのでしょうか

中村外二工務店　代表
中村　義明 様

本日のプログラム

　皆さんこんにちは。私は将棋の棋士ですか
ら普段はひたすら黙って考えているのですが、
今日はしゃべるという慣れないことを、限ら
れた時間の中で一生懸命やりたいと思います。
今日のテーマは決断力です。日常生活の中の
小さなことでも日々決断の連続、選択の連続
というのはどの人も変りは無いわけで、その
中で棋士としてどんなことを考えているかと
いうことを話したいと思います。
　よく何手ぐらい読むんですかって聞かれる
んですね。これ結構難しい問題で、仮に１万
手とか１０万手が読めたとしても、それだけで
は先のことが見通せない。将棋っていうのは

大体１０の１２０乗ぐらい可能性があると言われ
ていて、ですからしらみつぶしに考えていた
んではいくら時間があってもきりがないわけ
です。最初どういうことをやってるかという
と直感を使って考えます。第一印象とか、ぱっ
と思ったときに思い浮かんだものですね。将
棋は一つの場面で８０通りぐらいの可能性があ
ると言われるんですけれども、その中から２
つないし３つぐらいの可能性に絞ります。残
りの可能性は最初の段階で排除してしまいます。
そこから今度その具体的な読み、Ａという選
択をしたらこうなって、次こうなってという
具体的な手順を考えていくことになります。
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脳を研究している池谷裕二さんは、直感とひら
めきは違うということを言っています。直感と
いうのは自分自身で説明できること、つまりぱっ
と瞬間的に思い浮かんだとき、どうしてそれをやっ
たかということが説明できるのが直感で、何で
か分かんないけど、なんか思いついた。こっち
は閃き。直感というのは今まで自分が修練して
きたものが瞬間的に生まれるということなんです。
私の好きな言葉の１つに「概念のない直感は盲
目である」っていう言葉があるんですけれど、
そういうきちんとした積み重ね、基礎の部分があっ
て、直感が働くということになります。そこか
ら今度具体的な読み、先ほど話したように２つ
ないし３つの可能性の中から手を考えていく。
ただ可能性は指数関数的にどんどん広がってい
くので、２手先、３手先となると可能性が多す
ぎて全体を把握することが非常に難しいんです。
その時に何を使うかというと大局観です。大局
を見るっていうのは日常生活の中でもよく使わ
れる言葉ですけれども、今の状況で攻めたらい
いのか守ったらいいのか、優勢なのか不利なの
かが把握できたとき、その次に何をするべきか
が見えやすくなる。直感と読みと大局観の３つ
が大きな柱になっています。
　私は１５歳でプロになって今２３年目で、その３
つを使って考えていることにずっと変りはない
んですが、比重が変ってきました。１０代の時は
読みを中心に考えていました。経験も大局を見
る目もないですし、ひたすら順番に読んでいっ
てました。少し年数が経つと直感とか大局観を段々
重視する形になっています。棋士は、現役で１０
代から７０代の人までいるんですが、見ていると
やはり５０代、６０代の人たちは大局観が優れてい
ます。ただ大局観を使って考えるようになると
結構それで楽をしてしまって、それに頼りたく

なるというところがあるので、一つ一つ地味に
確実に読んでいくということとバランスを取り
ながらやっているのが現状です。もう随分前、
大山１５世名人と対局をしたんです。私が１７、８歳
で大山先生が６７、８歳なんですけど、その大山
先生の姿を見たとき、あんまり読んでるように
は見えなかったんですね。一枚の絵を鑑賞する
かのように見ていて、そこで次何をすればいい
かを思っていたんではないかなと思います。経
験を積んでいく中で、今の方針をどうしたらい
いのかとか、今はどういう状況なのかというと
ころを磨くことが大事だと思います。ただ経験
というのは積めば積むほど、逆に考えることが
増えるっていうこともある。例えばピンチになっ
てどう脱出しようとか思ったとき、経験があれ
ばいろんな選択は見えると思うんですね。でも
逆に言うと迷う材料が増えるということもある
んではないか。あともう一つは、これさえやっ
ておけば無難に８０点ぐらい取れるというやり方
を覚えてしまうということがある。そういうこ
とがあるので、私は、ブレーキとアクセルの関
係で言ったらアクセルを少し強めに踏むという
気持ちを心がけています。それで丁度いいバラ
ンスになると思っています。もう一つ、精神的
な強さは経験を積めば積むほど伸びていく、人
間の唯一の能力なんではないかなと思います。
ほかの能力、例えば記憶とかは個人差もあると
思うんですけれど、精神的な強さというのはやっ
ぱり経験を積めば積むほど上がって、動じない
で対処することができる。ある程度経験を積ん
でいくと、自然に、これぐらい頑張ればこれぐ
らいの成果が得られるとか、何ていうんでしょ
うか、自分の中にある体内時計のようなものが
把握できるっていうことがあるのかなと思います。
　今は本当に変化が早くて、今やっていること
が１０年後、１５年後そのまま役に立つかどうか分
からないことも多い。ただその時に、何か一つ
のことをマスターしたっていう、そこに至るま
でのプロセスが、違うことに向かっていくとき
には、知識ではなく知恵として使えるというこ
とがあると思います。今、私は研究するときパ
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ソコンで見るんですね。速いものだと１分間で
１試合ぐらい見ます。ただ早送りで見ていくと
すぐに忘れてしまう。ですから、これは本当に
大事だというときは、私は１回全部紙に印刷し
て木の盤と駒に並べたりしています。やっぱり
五感を使うっていうことなんだと思うんです。
人間が得ている情報は視覚に頼る部分がすごく
多いけれども、それだけではなくて、とにかく
五感を沢山作っていくことが大事だと思います。
私は年間で６０とか７０ぐらいの試合を行うんです
けれども、必ず終わった後に感想戦をやるんです。
相手と、例えばここが勝因だったとか、ここは
まだ分からないとか、いろんなことを話すわけ
です。でも、それが終わったら極力忘れるのが
大事じゃないかって最近特に思うんですね。若
いときは結構それをずっと引きずって覚えてい
ました。最近は自然にどんどん忘れていくんで
丁度いい感じなんですけど、どうして忘れるの
が大事かというと、例えば勝てたっていうのがあっ
ても、それがずっと残っていると、その次の試
合のときに隙を生じさせるということもあるし、
負けたっていうものが残っていると逆に萎縮し
てしまうので、きれいさっぱり忘れてゼロから
次の対局に向かうのが大事じゃないかなって最
近は思っています。またアイデアを得るとかひ
らめきを得るというのは、頭の中を真っ白にす
るのとすごく関連があるような気がします。本
当に何にも考えないでボーっとしていることもあっ
て、傍目にはあまり違いが無いと思うんですけど、
沢山のことを知るよりも一回全部頭の中を空っ
ぽにして、その状態で何を思い浮かべるかとい
うことも、ひらめきを得るためにはすごく大事
な要素なんじゃないかなって思っています。
　将棋は元々インドで始まったって言われてい
るんですね。最初は、すごろくのようなものだっ
た。日本に入ってきたのが千年から千五百年ぐ
らい前です。将棋の駒の王将は、最初は玉です。
金将、銀将は金銀財宝、桂香は香辛料です。貿
易にまつわるものが駒になっているんですね。
日本の将棋は何が特徴かというと、取った駒を
もう一回使う、持ち駒再使用というルール。ま

た同じ色の駒でやっているのは日本の将棋だけ
です。そういうのを比較すると日本の将棋は極
めて異質なんですね。どういうところが一番の
特徴かっていうと、小さくしていったことです。
もともと入ってきた頃の将棋は、もっと広い盤
面で駒が７０枚とか８０枚でやってた。どんどんルー
ルを変えてコンパクトにして現在の形になった
のが４００年前。コンパクトにしていくっていう
のが、私は日本の文化の一番の特徴だって思い
ます。短歌も俳句も能も、茶道もそうだと思い
ます。
　将棋には似て非なる場面がすごく多いんですね。
例えば歩の位置が１個ずれていたら有利だけど、
１個下だったら不利になってしまうというところ。
それを見極めるのが、これからすごく大事になっ
てくるんではないかなって思うんです。本当に
細かいところ、ちょっとしたところの違いが決
定的な違いを生み出すっていうのはよくあるこ
とで、そういうところを私自身は、棋士として
大切にやっていきたいと思います。決断をする
とき、すごく迷ったときに、どれだけ細かいと
ころまで目が配れるか。つまりＡという道とＢ
という道があって、どっちに進めばいいか分か
らなくて判断する材料もすごく沢山そろってい
るときに、より細かいところまでちゃんと自分
なりに判断するものを沢山持っていて、動じな
いで恐れずにやっていけるというのが理想の形
です。
　ご清聴ありがとうございました。

羽生様から
メッセージが届きました。

本日は東京六本木ロータリー
クラブにお招きを頂きあり
がとうございました。
皆さんには真剣に聞いて頂いて恐縮を
した次第です。
今後益々のご発展をお祈りいたします。

羽生　善治




